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国
民
経
済
の
軍
事
化
、

戦
争
と
独
占
利
潤

菅

原

秀

人

lま

し

ヵー

き

今
回
、

会
社
の
公
表
す
る
諸
種
の
営
業
報
告
書
類
の
内
容
が
、
い
か
に
粉
飾
さ
れ
、
歪
曲
さ
れ
て
、

し
か
し
、
会
社
の
実
質
的
支
配
者
以
外
の
者
に
と
っ
て
は
、
利
用
で
き
る
ω

お
よ
そ
真
実
の
姿
か
ら
は
ほ
ど
速

資
料
は
こ
れ
以
外
に
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
精
疎
の
程
度
の
差
は
あ
れ
、
会
社
の
官
業
内
容
を
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、

こ
れ
を
利
用
す
る

一回一

い
も
の
で
あ
る
か
は
、
設
で
も
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
外
に
み
ち
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
約
の
た
め
に
利
用
上
、
大
き
な
限
界
は
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

し
か
し
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
諸
報
告
書
類
は
会
社
の
営
業
内
容
、

な
か
で
も
独
占
資
本
に
よ
る
従
業
員
(
労
働
者
)

の
搾
取
状
態
を
知
る
た
め
の
有
力
な

手
段
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

ま
た
実
際
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

エ
ヌ
・
エ
ル
・
ベ
イ
ッ
マ
シ
は
そ
の
著
「
資
本
主
義
的
企
業
の
パ
ラ
シ
ス
と
そ
の
分
析
」
(
一
九
五
四
年
〉
の
第
四
立
を
、
第
二
次
大
戦
か

ら
朝
鮮
動
乱
前
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
独
占
資
本
の
営
業
報
告
書
類
の
分
析
に
あ
て
、
国
民
経
済
の
軍
事
化
お
よ
び
戦
争
が
独
占
資
本
に

、，、.、，

い
か
に
も
う
け
の
大
き
い
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
か
、
最
大
限
利
潤
か
く
と
く
の
秘
密
は
ど
こ
に
あ
る
の
が
、
ま
た
そ
の
独
占
利
潤

そ
し
て
最
後
に
、
国
民
経
済
の
軍
事
化
、
戦
争
が
国
民
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
る

と
っ
て
、

は
ど
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
、

か
、
等
の
諸
点
を
き
わ
め
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

し
か
し
て
そ
こ
に
は
必
ず
し
も
同
調
で
を
か
ね
る
点
、
批
判
す
べ
き
点
等
も
い
く
つ

経
済
学
研
究
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会社別独占利潤の増大率

メ"-:r;; 

第 1表

名社

スタンダード・オイル

u. s.スチ-)レ
ジェヰラ Jレ・モータース"

デ品ポ
、
，ノ

ツェネラ Jレ・エレクトリック

ケネコット製鋼

ファイァストーン・
タイヤ・ゴム

菅
原

か
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は
そ
れ
ら
の
点
に
か
ん
す
る
論
評
を
あ
え
て
行
な

終所得税一部還付および不況j切における積立金の取崩し額をふくむ。

ヤ
フ
こ
と
く
、

か
れ
の
所
論
の
要
旨
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
国
民
経
済
の
軍
事
化
お
よ
び
鞍
争
は
独
占
資
本
に

い
か
に
五
額
の
利
潤
を
も
た
ら
す
か

戦
争
遂
行
上
も
っ
と
も
重
要
な
生
産
物
を
製
造
す
る
七
つ
の
工
業
部
門
の
主
要
な

企
業
(
独
占
企
業
)
に
つ
い
て
、
第
二
次
大
戦
終
結
の
翌
年
た
る
一
九
四
六
年
と
、

朝
鮮
動
乱
第
二
年
自
の
一
九
五
一
年
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
潤
を
比
較
す
る
と
第
1
表
の

ご
と
く
で
あ
る
。

朝
鮮
動
乱
期
に
お
け
る
独
占
利
潤
の
増
大
に
つ
い
て
は
第
2
表
に
み
ら
れ
る
ご
と

- 94ー

く
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
の
利
潤
を
第
二
次
大
戦
開
始
の
前
年
た
る
一
九
三
八
年
の
そ
れ
と
比

較
す
る
と
、

そ
の
増
大
率
は
最
大
は
突
に
二
了
五
倍
(
ベ
ス
レ
へ
ム
製
鋼
)
、
最
小

で
も
三
・
二
叫
問
と
い
う
数
字
を
示
し
て
い
る
(
第
3
表)。

た
だ
し
こ
の
倍
率
は
貨
幣
価
値
の
変
動
を
考
慮
し
て
い
な
い
の
で
、

そ
れ
を
考
慮

に
い
れ
る
と
右
の
倍
率
は
お
お
む
ね
半
分
に
な
る
か
ら
、
実
質
的
増
大
率
は
一
倍
半

く備準〉

な
い
し
十
倍
半
で
あ
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
戦
争
や
国
民
経
済
の
軍
事
化
の
結
果
独

占
資
本
の
手
に
入
る
利
益
が
い
か
に
途
法
も
な
く
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
を
、

よ
り



第2表朝鮮動乱期の独占利1簡の増大

ム出 社 名

スタンダード・オイ Jレ

テキサス石油

ガi)レフ・オイノレ

U. S.スチーJレ

ベスレヘム製鏑

ジェネラノレ・モーターズ

クライスラー

ジェネラ Jレ・エレクトリヅク

ウェスチングハウス

デュポン

ユニオン・カーバイド

アライド・ケミカ Jレ

ケネコット製鋼

アナコンダ製鋼

アメリカ・ア Jレミニウム

グッドイア・タイヤ・ゴム

ファイァストーン・
タイヤ・ゴム

〔備考〕 ミマ， ** 1953年。

組士窓告ら吉5叙 1 1 

第3表戦前，戦後の独占利J聞の比絞

会 才士 名

スタンダード・オイノレ

テキサス石油

ガノレフ・オイル

U. S.スチー Jレ

ベスレヘム製鋼

0.:r:ネラル・モーターズ

クライスラー

Uェオ、ラ )V • エレクトリック

ウェスチングハウス

デュポン

ユニオン・カーバイド

アライド・ケミカノレ

ケネコット製鋼

アナコンダ製鏑

アメリカ・アノレミニウム

グッドイア・タイヤ・ゴム

ファイァストーン・
タイヤ・ゴム

I 1953年の
| 利潤総額

i (百万ドル)
「一一一一「
975.5 

254.9 

283.8 

547.2 

305.5 

1，716.4 

226.7 

474.2 

161.6 

661.2 

239.3 

89.2 

194.6 

55.6 

114.6 

127.6 

101.0 

1938年との
比絞(倍率)

(倍)

6.1 

8.7 

16.1 

殺8.4

21.1 

11.2 

10.1 

12.8 

14.4 

11.8 

7.5 

5.7 

8.0 

3.1 

7.3 

11.5 

13.1 

l
i
m
m山

l
j

〔備考〕 後 1939年比。



国
民
経
済
の
軍
事
化
、
戦
争
と
独
占
利
潤

1953年の収益率

利根j 軍司 1間 利潤
メ:& 社 名 原価 株式資本 総自己資本

(%) (%) (%) 

スタンダード・オイ Jレ 29.6 107.3 25.1 

ジヱネラル・モータース 21.2 236.4 57.5 

アュ ポ Jノ 者62.5(55.0) 133.8 (117.1) 39.7 (34.9) 

u. s.スチ-)レ 16.9 44.5 24.3 

:7.:r.ネラ Jレ・エレクトリック 17.7 263.0 50.9 

ケヰコット製鋼 61.6 343.3 29.5 

グッドイア・タイヤ・ゴム 13.7 150.1 40.4 

第4表

( )内の数字は， 3守株たるジヱネラル・モーターズの株式rc対す
る配当ぞ算入しない場合。

(保j考〉
菅
原

は
っ
き
り
と
し
る
た
め
に

一
九
五
三
年
の
利
潤
の
、
原
価
、
株
式
資
本
、
総
白

己
資
本
に
対
す
る
比
率
を
み
た
の
が
第
4
表
で
あ
る
。

利
潤
の
こ
の
よ
う
な
増
大
は
、

基
本
的
に
製
品
の
売
上
高
の
増
加
と
結
び
つ
い

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
第
5
表
の
示
す
よ
う
に
、
独
占
資
本
の
売
上
高
は
戦
後
い

ち
じ
る
し
く
増
加
し
た
の
で
ー
あ
る
が

こ
れ
は
政
府
諸
機
関
か
ら
出
さ
れ
る
軍
事

発
注
の
獅
子
の
わ
け
前
を
、
自
己
の
意
志
を
白
霊
館
に
対
し
て
指
令
で
き
る
少
数

の
最
も
有
力
な
企
業
が
独
占
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

と

一
九
五
一
年
十
一
月
二
十
九
日
に
公
表
さ
れ
た
国
家
国
防
会
議
の
報
告
に
よ
る

一
九
五
一
年
七
月
三
十
日
に
終
る
会
計
年
度
に
お
け
る
軍
事
発
注
総
額
は
、

- 96一

二
、
九
七

O
万
ド
ル
で
あ
り
、

社
で
占
め
て
い
た
。

そ
の
う
ち
の
六
了
五
%
を
わ
ず
か
一

O
の
巨
大
会

つ
ぎ
に
、

一
九
五
三
年
の
売
上
高
な
ら
び
に
売
上
利
益
を
一
九
四
九
年
の
そ
れ

と
比
較
す
る
と
、
売
上
高
に
つ
い
て
は
最
も
大
き
い
増
加
を
示
す
も
の
は
二
倍
強

(
ア
メ
リ
カ
・
ア
ル
ミ
ニ
ヲ
ム
)
、
少
な
い
も
の
で
も
五
割
に
ち
か
い
増
加
ι

(

ス
タ

ま
た
売
上
利
益
に
つ
い
て
は
、
二

l
三

γ
ダ

1
ド
・
オ
イ
ル
)
を
み
せ
て
い
る
。

倍
に
お
よ
ぶ
大
い
さ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
(
第
6
表)。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
売
上
高
の
増
加
率
と
売
上
利
益
の
増
大
卒
と
の
あ
い
だ

に
み
ら
れ
る
ひ
ら
き
で
あ
る
が

こ
れ
は
つ
ぎ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。



第5a受会社別売上高

売上高

1949年 I1950年 I1951年 I1952年 I1953年
(百万ドル)I(百万ドノレ)!(百万ドル)I(百万ドル)I(百万ドノレ)

l2…418時6014m41874
1，077.3 1，248.5 I 1，416.8 I 1，510.1 j 1，558.1 

1山 1己1叫1臼88lI倒0.9
2，2田.3 2，947.4 I 3，509.7， 3，137.4: 3，861.0 

1，266.8 1，439.8 I 1，793.1 1，691.7 i 2，082.0 

5，700.8 7，531.1 1 7，465.6 7，549.1! 10，028.0 

制 4.6 2，190.7 I組目|抑1.0! 3，肌9

1，613.6 1，960.4 I 2，319.3 2，623.9 3，128.1 
945.7 1，019.9 I 1，247.0 I 1，454.3 1，593.9 

1，032.0 1，309.5 I 1，546.6! 1，602.2 1，749.6 
585.8 758.3 I 927.5 956.9 1.025.8 

363.7 J 408.0 1 502.0 I 490.2 545.6 

246.4 396.9 I 451.2 I 471.6 476.7 

334.1 422.9 I 459.5 I 478.1 439.4 

347.0 476.2 1 534.5 577.8 707.5 

633.5 845.1 I 1，101.1 I 1，138.4 1，210.5 

579.6 690.6 I 975.8 I 965.4 1，029.4 

名

スタンダード・オイノレ

テキサス石油

カソレフ・オイノレ

u. s.スチール
ベスレヘム製鋼

才上ノ0..

"" 

経
済
学
研
究

ヲェヰラ Jレ・モーターズ

クライスラー

ヲェネラ Jレ・
エレクトリック

ウェスチングハウス

アュポ ‘ Jノ

ユニオン・カーバイド

アライド・ケミカノレ

ケネコット製鋼

アナコンダ製鋼

アメリカ・アノレミニウム

グッドイア・タイヤ・ゴム

ファイァストーン・
・コーム

1949， 1953年の売上高，売上利益の比較第6表

1949口 100

E戸k利益
203.2 

209.0 

193.6 

I 2制
263.9 

281.6 

282.2 

と

143.1 

169.2 

167.8 

169.5 

193.5 

203.9 

191.9 

- 97一

""" % 
名

スタンダード・オイル

ガ「ノレフ・オイ ;v

u. s.スチーノレ
デュポン

ケネコット製鋼

アメリカ・ア Jレミニウム

グッドイァ・タイヤ・ゴム

社A 
ヱミ



国
民
経
済
の
軍
事
化
、
戦
争
と
独
占
利
潤

1953年

(%) 

2u.4 

16.6 

14.2 

33.1 

39.5 

16.2 

10.2 

1949年

(%) 

14.4 

13.4 

12.3 

24.2 

29.0 

11.7 

6.9 

売上高1(.占める利益の割合

l m88年 l
立三_)_1 
10.9 

5.0 

6.6 

15.6 

26.1 

第7表

名

スタンダード・オイル

ガルフ・オイノレ

U. S.スチール

デュポン

ケネコット製鏑

アメリカ・アノレミニウム

グッドイァ・タイヤ・ゴム

ネ土ノ』
;x;; 

菅
原

す
な
わ
ち
、
独
占
資
本
は
軍
需
品
の
販
売
価
格
を
彼
ら
の
お
も
う
ま
ま
に
決
定
す
る
可
能

性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

し
た
が
っ
て
か
く
と
く
す
る
利
潤
は
生
産
の
増
大
、
売

上
高
の
増
加
に
よ
っ
て
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
販
売
価
格
の
市
上
げ
に
よ
っ
て
も
ま
た
増

大
さ
ぜ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
売
上
高
に
占
め
る
利

益
〈
売
上
利
益
)

の
割
合
は
第
二
次
大
戦
後
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
第
7
表)。

ニ
、
独
占
資
本
に
よ
る
最
大
限
利
潤
か
く
と
く
の
方
法

独
占
資
本
の
決
算
報
告
書
を
み
て
も
、

か
れ
ら
が
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
、

ま
た
い

か
な
る
諒
泉
か
ら
莫
大
な
利
潤
を
か
く
と
く
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

- 98ー

あ
き
ら
か

6.1 

に
さ
れ
な
い
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

γ、
独
占
資
本
の
財
務
諸
表
に
計
上
さ
れ
る
計
数
は

そ
れ
を
作
成
す
る
者
の
意
図
に
反
し
て
、
資
本
家
に
よ
る
労
働
者
の
き
び
し
い
搾
取
を
ば

く
ろ
す
る
手
段
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
独
占
資
本
の
営
業
報
告
書
に
は
、
貸
借
対
照
表
、
損
読
計
算
書
と
と
も
に

若
干
の
補
足
的
な
報
告
書
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
最
も
興
味
ぶ
か
い
も
の
は

労
働
者
、
勤
務
員
の
員
数
と
、

か
れ
ら
の
う
け
と
る
賃
金
に
か
ん
す
る
資
料
で
あ
る
。

そ

こ
で
は
彼
ら
の
う
け
と
る
賃
金
は
歪
め
ら
れ
て
過
大
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
の
は

労
働
者
、
勤
務
員
に
支
給
さ
れ
る
金
額
と
な
ら
ん
で
、
重
役
そ
の
他
の
最
高
経
営
層
に
支

払
わ
れ
る
巨
額
の
俸
給
と
ボ
ー
ナ
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
後
者
に
支
払



売上高p:占める賃金の割合

~ 社 名
1944年 1949年 1951年

(%) (%) (%) 

スタンダードオイ Jレ や 19.8 18.5 15:9 

u. s.スチー Jレ 43.4 39.4 34.6 

ジェネラ Jレ・モ{ターズ 32.4 25.3 25.0 

アュ ポ ン 30.1 28.6 25.0 

ウェスチングハウス 46.7 37.3 35.0 

第8表

経
済
学
研
究

わ
れ
る
も
の
は
利
潤
の
一
部
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
い
ま
そ
れ
を
措
く
と
し
て
、
右
に

の
べ
た
よ
う
な
労
働
者
、
勤
務
員
の
賃
金
の
水
増
し
と
い
う
粉
飾
の
も
と
に
お
い
て
さ
え
も
、

こ
の
賃
金
を
売
上
高
'
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
労
働
者
の
労
働
に
よ
る
生
産
物
に
占
め
る
労
働
者

階
級
の
わ
け
前
が
た
え
ず
減
少
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
(
第
8
表)。

し
た
が
っ
て
売
上
高
の
ま
す
ま
す
僅
か
な
部
分
が
賃
金
に
当
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

そ
の
割
合
は
戦
後
、

と
く
に
朝
鮮
動
乱
期
に
い
ち
じ
る
し
く
減
少
し
た
。
要
す
る
に
独

占
資
本
は
賃
金
凍
結
に
よ
っ
て
、
ぼ
う
大
な
金
額
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も

し
も
U
υ
s
・
ス
チ
ー
ル
に
お
い
て
、
売
上
高
に
占
め
る
賃
金
の
割
合
が
、
一
九
五
一
年
に
お
い
て

一
九
四
九
年
の
そ
れ
と
同
一
水
準
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
九
五
一
年
の
賃
金
は
労
働
者
が
実
際

に
う
け
と
っ
た
金
額
よ
り
も
一
億
六
千
八
百
万
ド
ル
、
す
な
わ
ち
一
五
%
が
た
多
い
で
あ
ろ
う
。

- 99ー

者 1942-1946年の平均。

そ
も
そ
も
実
質
賃
金
の
大
い
さ
に
は

二
つ
の
基
本
的
要
因
が
響
影
を
お
よ
ほ
す
も
の
で
あ

る
。
ド
ル
価
値
の
下
落
と
、

ま
す
ま
す
激
化
す
る
労
働
強
化
(
肉
体
的
、
精
神
的
に
ギ
リ
ギ
リ

の
線
ま
で
労
働
者
を
し
ぼ
り
あ
げ
る
)
が
こ
れ
で
あ
る
。
独
占
資
本
の
公
表
す
る
報
告
書
に
は
、

労
働
者
数
と
賃
金
の
ほ
か
に
な
お
生
産
量
が
示
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
U
・
s-ス
チ
ー
ル
の

報
告
書
に
は
製
鋼
量
が
示
さ
れ
て
い
る
が

こ
れ
を
利
用
し
つ
つ
、

同
社
の
労
働
生
産
性
増
大

(備考〕

の
特
徴
と
し
て
、

お
お
よ
そ
の
結
論
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
社
の
労
働
者
一
人
当
り
の

生
産
高
は
一
九
四
凶
年
に
は
九
七
・
八
ト
シ
、

一
九
五
一
年
に
は
一
一
四
・
四
ト
シ
で
あ
る
か

ら

一
七
%
以
上
も
増
加
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

と
の
増
産
の
大
部
分
は
生
産
の
合
理
化
に
よ



菅
原

国
民
経
済
の
軍
事
佑
、
戦
争
と
独
占
利
潤

(1946年=100)

1951年

労働者数(売上高

274 

161 

労働者数増加と売上高増加εの比較

目立92上高 i
l:;l 156 121 

名

ズヶ〆モル
ポ

-7 
、
一
耳
ユ

エジ
日
ア

第 9表

社ム耳

る
労
働
強
犯
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註

か
か
る
合
理
化
は
労
働
力
を
枯
渇
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
産
業
傷
病
の
た
え
ぎ
る
増
大
の
基
本
的
原
因
で
あ
る
。
一
九

五
二
年
十
月
二
十
七
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
電
は
、
労
働
省
統
計
に
よ
る
一
九
五
一
年
の
生
産
上
の
災
害
に
よ
る
死
者
は
、

一
万
六
千
人
、
労
働
時
間
中
の
負
傷
者
は
二
百
万
人
以
上
と
報
じ
て
い
る
。

こ
の
期
間
に
賃
金
の
方
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
労
働
者
一
人
当
り
の
平
均
賃
金
(
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、

聞
社
の
最
高
経
官
層
の
俸
給
が
混
入
し
て
い
る
か
ら
、
実
際
よ
り
も
ず
っ
と
過
大
に
計
算
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ン

あ
が
っ
た
原
因
な
の
で
忘
る
。

一
九
五
一
年
に
は
一
二
、
八
八
七
ド
ル
で
あ
っ
た
。

一
九
四
四
年
に
は
二
、
八
六
五
ド
ル

い
ま
ド
ル

る
が
)
は

小
売
価
格
指
数
を
用
い
て
戦
前
を
基
準
と
し
た
修
正
値
を
求
め
る
と
、

一
九
四

価
値
の
変
動
を
考
慮
に
い
れ
、

一
九
五
一
年
に
は
二
、
O
九
五
ド
ル
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
実
質
賃
金
は

-100-

四
年
に
は
ニ
、
二
八

0
・
五
ド
ル

公
式
の
政
府
統
計
に
よ
っ
て
粉
飾
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
く
な
く
と
も
八
%
は
低
下
し
た
こ
と
に

な
る
。以
上
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、

U
・
s-
ス
チ
ー
ル
の
労
働
者
(
従
業
員
)

の
生
活
水
準
は
、
二
つ
の

一
つ
は
ギ
リ
ギ
リ
の
線
ま
で
の
労
働
強
化
で
あ
り

い
ま
一
つ

側
面
か
ら
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

は
貨
幣
価
値
変
動
に
起
因
す
る
実
質
賃
金
の
低
下
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、

一
九
五
一
年

の
実
質
賃
金
は
一
九
四
四
年
の
そ
れ
と
く
ら
べ
て
、

わ
ず
か
七
五
l
入

O
%
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
こ
そ
、
戦
後

の
ア
メ
リ
カ
経
済
繁
栄
の
現
実
の
姿
な
の
で
あ
り
、

ま
た
同
社
の
労
働
者
が
一
九
五
二
年
に
一
長
期
ス
ト
に
立
ち

つ
ぎ
の
表
は
売
上
高
、
労
働
者
数
そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
に
つ
い
て
み
た
も
の
で
、

戦
後
と
く
に
朝
鮮
動
乱
ぽ
つ
発
の
年
に
お
い
て
労
働
者
の
搾
取
が
い
か
に
強
化
さ
れ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。



ジ
ェ
ネ
一
フ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
は
ア
メ
リ
カ
自
動
車
工
業
の
巨
顕
で
あ
り
、
デ
ュ
ポ
シ
は
「
死
の
商
人
」
と
よ
ば
れ
る
デ
ュ
ポ
シ
一
族
の
親

方
で
あ
る
(
第
9
表)。

賃
金
凍
結
、
実
際
に
は
消
費
物
資
の
小
売
価
格
の
た
え
ま
な
き
脱
賀
、
住
宅
料
の
値
上
げ
、
ア
メ
リ
カ
経
済
が
戦
争
経
z

消
へ
転
換
し
た

年
に
と
く
に
は
げ
し
く
な
っ
た
労
働
強
佑
等
に
よ
る
実
質
賃
金
の
低
下
は
、
報
告
書
の
作
成
者
が
い
か
に
哀
突
を
お
お
い
か
く
そ
う
と
し

た
と
こ
ろ
で
、
不
可
避
的
に
営
業
報
告
書
に
反
映
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

と
き
に
は
報
告
書
の
作
成
者
向
空
前
の
労
働
強
化
を
ほ

め
た
た
え
て
さ
え
い
る
こ
と
が
あ
る
。
航
空
機
工
業
の
巨
大
会
社
の
一
つ
、

カ
ー
チ
ス
・
ラ
イ
ト
は
一
九
五
一
二
年
の
報
告
書
に
お
い
て
、

四
億
三
千
八
百
七
十
万
ド
ル
と
計
上
し
た
の
ち
、

の
一
億
一
千
二
百
万
ド
ル
、
す
な
わ
ち
一
一
一
四
%
の
増
加
は
わ
ず
か
ヱ
八
人
の
従
業
員
の
増
加
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
も
の
で
る
り
、

一
九
五
二
年
、

一
九
五
三
年
の
売
上
高
を
そ
れ
ぞ
れ
ゴ
一
億
二
千
六
百
ニ
十
万
ド
ル
、

V 
l... 

「
こ
の

か
よ
う
に
し
て
、
今
回
、
従
業
員
(
労
働
者
)
は
解
雇
さ
れ
た
な
ら
失
業
す
る
ほ
か
な
い
ぞ
と
い
う
脅
迫
の
も
と
に
、
健
康
に
有
害
な

-101ー

記
録
は
l
経
済
の
計
画
化
と
生
産
性
向
上
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

労
働
強
化
を
資
本
家
か
ら
お
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

に
は
限
界
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

し
た
が
っ
て
、
独
占
資
本
の
報
告
書
に
示
さ
れ
る
賃
金
に
か
ん
す
る
資
料

そ
の
限
界
の
も
と
で
、
資
本
主
義
諸
国
の
労
働
者
階
級
の
状
態
が
い
か
に
悪
化
し
て
い
る
か
を
、
十
分
に

あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

、
独
占
利
潤
の
分
醍

独
占
資
本
が
か
く
と
く
す
る
利
潤
(
正
味
利
益
)

は
基
本
的
に
一
ニ
箇
の
部
分
に
わ
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
配
当
で
あ
り

一
つ
は
所
得
税

で
あ
り

い
ま
一
つ
は
社
内
留
保
部
分
で
あ
る
。

い
ま
U
・
s-
ス
チ
ー
ル
に
お
け
る
独
占
利
潤
の
分
配
状
況
を
み
る
と
第
叩
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

経
済
学
研
究
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100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

l削
100.0 

言十

(%) 

社内留保

(%) 

40.4 

20.9 

14.5 

22.7 

21.4 

13.6 

21.7 

f工狽利子
その他
(%) 

6.1 

9.8 

6.0 

3.8 

0.5 

0.4 

0.4 

第 10表

配当

(%) 

33.1 

50.8 

31.8 

47.6 

25.8 

17.4 

18.9 

所得税

(%) 

20.4 

185 

47.7 

25.9 

52.3 

68.6 

59.。

年

1929 

1937 

1943 

1946 

1950 

1951 

1953 

菅
原

1949年との比絞における 1953年の売上高，所得税の増加第 11表

所得税

(百万ドル)

売上高

(百万ト‘Jレ)
名

テキサス石油

クェネラル・モーターズ

ウェスチングハウス

アメリカ・ア Jレミニウム

グッドイァ・タイヤ・ゴム

ユニオン・カーバイド

社ム耳

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
動
乱
期
に
お
け
る
る
国
民

経
済
の
軍
事
化
は
所
得
税
負
担
を
い
ち
じ
る
し
く
増

大
さ
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
独
占
資
本
は

こ
の
所
得
税
負
担
が
重
す
ぎ
る
と
わ
め
き
ち
ら
し
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
が
彼
ら
の
偽
り
の
不
平

不
満
で
あ
る
こ
と
は
う
た
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
何
故
か
と
い
え
ば
、
か
れ
ら
独
占
資
本
に
と
っ
て

の
租
税
負
担
は
、
政
府
の
軍
事
発
注
と
い
う
運
河
を
、.、.

通
し
て
、
い
っ
た
ん
支
払
っ
た
租
税
を
そ
れ
に
お
ま

、けさ
え
つ
け
て
と
り
返
す
と
い
う
条
件
で
、
巨
額
の

-102ー

利
潤
の
一
部
を
ヲ
オ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
大
資
本

家
の
番
頭
た
る
政
府
機
関
に
委
託
す
る
と
い
う
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
独
占
資
本
が
か
れ

ら
の
一
切
の
政
策
を
指
令
し
て
い
る
政
府
に
利
潤
の

一
部
分
を
委
託
し
つ
つ
、
決
し
て
損
を
し
て
い
な
い

こ
と
は
第
日
表
が
如
実
に
こ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
の
表
は
、
独
占
資
本
に
対
す
る
課
税
と

独
占
資
本
に
た
い
す
る
政
府
の
巨
額
の
寧
事
発
注
と



売上高i乙占める所得税の割合第四表

1953年

(%) 

7.9 

10.5 

8.4 

8.0 

9.9 

4.7 

12.2 

7.8 

5.6 

1951年

(%) 

8.6 

13.2 

11.6 

9.0 

12.0 

8.4 

17.7 

14.3 

6.8 

名

スタンタード・オイノレ

ジェネラル・モータ{ズ

u. s.スチー Jレ
ベスレヘム製鋼

ジェネラ Jレ・
エレクトリック

ウェスチングハウス

社ム耳経
済
学
研
究

ユニオン・カーバイド

アメリカ・アノレミニウム

グッドイァ・タイヤ・ゴム

あ
い
だ
に
、

直
接
的
な
関
連
が
存
在
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
所
得
税
は
そ
れ

、
，
、
，
、
薗
.
，
、
，
、
.
、
，
、

が
少
し
以
前
に
出
て
行
つ
た
独
占
資
心
本
小
の
ふ
と
こ
ろ
へ
、
お
ま
け
を
つ
け
て
従
順
に

か
え
っ
て
く
る
。
し
か
も
さ
ら
に
注
意
す
ベ
ま
こ
と
は
、
こ
の
一
時
的
な
租
税
の
徴

収
さ
え
も
で
ま
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
に
政
府
が
心
を
く
だ
い
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
、
軍
事
発
注
に
た
い
す
る
用
達
を
履
行
す
る
企
業
に
対

す
る
所
得
税
の
免
除
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

十土

か
か
る
所
得
税
の
減
免
に
つ
い
て

一
九
五
一
年
と
一
九
五
一
二
年
の
所
得
税
の
売
上
高
に
占
め
る
大
い
さ
に
か
ん
す

る
第
ロ
表
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
所
得
税
の
支
払
い
に
占
め
て
ら
れ
る
部
分
を
控
除
し
て
な
お
か
つ
、

正
味
利
益

-103ー

の
半
分
以
上
が
独
占
資
本
の
金
庫
も
し
く
は
当
酪
預
金
勘
定
に
残
っ
て
い
る
。

そ
し

て
こ
の
大
部
分
は
、

か
れ
ら
の
た
く
み
な
配
当
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
多
く
の
独
占
資
本
は
今
日
で
は
、
増
資
に
よ
っ
て
資
本
の
増
加
を
は
か
る
と

い
う
よ
う
な
以
前
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
方
法
を
と
っ
て
は
い
な
い
。
現
今
で
は
、

新
資
本
調
達
の
方
法
と
し
て
別
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
株

主
に
対
す
る
配
当
の
形
で
支
払
わ
れ
る
利
潤
の
一
部
を
控
除
し
て
社
内
留
保
部
分
を

大
き
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
日
表
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
独
占
資
本
は

利
潤
の
不
当
に
大
き
な
部
分
を
自
己
の
学
中
に
お
さ
め
る
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
い
る
。

し
か
し
て
そ
れ
が
中
小
株
主
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
響
影
を
あ
た
え
る
か

" 

株
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片fZF14益
第四表

日
υ
η
a
Q
U
戸

b
R
υ

α

U

A

告

門

d

d

斗
A

d

n
ヨ

名

i/:c.ネラ Jレ，モーターズ

U. S.スチ{ノレ
:7 :r.ネラ Jレ・

エレクトリック

ウェスチングハウス

グッドイァ・タイヤ・ゴム

ネ土t ‘ 
"'ミ

55 

54 

1946-1954年の資産増加とその源泉第14表

名ネ土メ'-
2三三

菅
原

554 

978 

528 

381 

249.5 

113 

75.5 

616 

102 

54 

556 

706.5 

207.5 

2，840 

2，592 

1，357 

902 

805 

924.5 

283 

スタンダード・オイ Jレ

ジェネラノレ・モーターズ

U. S.スチー Jレ

ベスレへム製鋼

ジェ不ラ Jレ・
エレクトリック

デュポン

ケネコット製鋼

105 

主
の
収
奪
)
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
独
占
資
本

は
何
ら
の
考
慮
を
も
払
っ
て
い
な
い
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
株
式
会
社
の
自
己

資
本
(
社
内
留
保
分
を
ふ
く
め
て
)
は
事
実
上
、
支

配
的
大
株
主
の
完
全
な
支
配
下
に
お
か
れ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

外
見
よ
、
形
式
的
観
点
か
ら
み
れ
ば

そ
れ
は
会

社
の
所
有
で
あ
る
か
の
ご
と
く
に
現
象
す
る
け
れ
ど

も
、
真
実
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

し

-104ー

か
も
さ
ら
に

こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て

カミ

れ

ら
は
租
税
負
担
を
回
避
で
ぎ
る
と
い
う
直
接
的
利
益

を
、
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
し、

う
わ
け
は
、
配
当
と
し
て
支
払
う
金
額
が
少
な
く
な

れ
ば
そ
れ
だ
け
独
占
資
本
家
の
個
人
所
得
税
額
を
小

さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

か
く
し
て

正
味
利
益
の
う
ち
社
内
留
保
に
あ
て

ら
れ
る
部
分
の
体
系
的
増
大
は
、
多
く
の
独
占
企
業

が
金
融
資
本
の
援
助
に
す
が
る
こ
と
な
く
自
己
金
融



固定資産の動態

ム耳 llzli日! の年平 宅上高1田9-1-111跡叫増減率|総額|品協
(百万ドノレ)!(百万ドル)1 (%) !(百万ドノレ:1 (%) 

2553l212i-4JIJj 

356! 509 I 十43 604 

256 I 367 I十43 I 1，534 

13212041 十54 772 

十 26

十278

十222

十156

+327 

十389

第15表

スタンダード・オイノレ

ジェネラル・モ{ターズ

U. S.スチーノレ

デュポン

:J.::c.ネラ Jレ.
1 レクトリ、y ク

ウェスチングハウス

名1土
経
済
学
研
究

で
や
っ
て
行
け
る
ほ
ど
に
ぼ
う
大
な
資
本
蓄
積
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
(
第
日

表)。

図
、
社
内
留
保
利
益
の
運
用
と
バ
ラ
ン
ス
の
動
態

社
内
留
保
(
蓄
積
資
本
)
の
増
加
に
よ
る
自
己
資
本
の
増
大
は
、
固
定
資
産
の
拡
張
、
関

係
会
社
へ
の
投
資
(
資
本
輸
出
を
ふ
く
む
)
、

有
価
証
券
と
く
に
国
債
の
所
有
に
あ
て
ら
れ

る。
新
資
本
の
利
用
方
法
は
景
気
変
動
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
き
わ
め
て
大
き
い
。

ア
メ
リ
カ
お

よ
び
北
大
西
洋
ブ
ロ
ッ
ク
加
盟
諸
国
の
国
民
経
済
の
軍
事
化
の
強
化
は
、
第
二
次
大
戦
後
、

民
ノ
円
U

お
よ
び
近
年
に
お
い
て
独
占
資
本
の
処
分
し
う
る
あ
ら
た
な
資
金
の
お
び
た
だ
し
い
部
分
が

固
定
資
産
の
取
替
と
拡
張
に
あ
て
ら
れ
た
直
接
的
結
果
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
時
に
あ
っ

て
は
、
多
く
の
独
占
資
本
の
設
備
投
資
は
と
る
に
た
ら
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

と
し、

う
の
は
、

生
産
の
増
大
は
生
産
設
備
の
利
用
の
強
化
に
よ
っ
て
優
先
的
に
進
め
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
第
日
表
は
、
第
二
次
大
戦
中
の
独
占
資
本
に
お
け
る
固
定
資
産
の
売
上
高
と
の
比

較
に
お
け
る
動
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
も
と
で
は
、
独
占
資
本
の
固
定
資
産
は
戦
争
末
期
に
は
い
ち
じ
る
し

い
減
耗
度
に
達
し
、

そ
の
取
替
が
必
要
と
さ
れ
る
に
い
た
る
の
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

そ
し

て
こ
の
た
め
に
ま
ず
第
二
円
独
占
資
本
に
と
っ
て
有
利
な
巨
額
の
減
価
償
却
が
採
用
さ
れ



国
民
経
済
の
軍
事
化
、
戦
争
と
独
占
利
潤

1939-1945年の固定資産減価償却
増大率と設備投資増加率

第16表

減仙償却 i設備投資
増大率|増加率

(%J一一し一回し一
93 38 

45 3 

158 43 

217 42 

名

"スh
アモ

ル

ル

チ

ポ

-7

ス

ヰ

ユ
エ

n
D

U

U

デ

菅
原

た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
大
償
却
の
状
況
に
つ
い
て
は
第
四
表
の
示
す
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
償
却
額
が
取
替
に
必
要
な
額
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て

ン

ネ土メら‘

"" 

こ
の
減
価
償
却
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
が
そ
の
後
の
設
備
投
資
の
拡
大
に
ふ
り
む
け
ら
れ
た
こ
と
は

う
た
が
う
べ
く
も
な
い
。
両
者
は
同
時
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

一
九
四
八
年
は
じ
め
、

あ
る

い
は
そ
れ
よ
り
も
っ
と
早
く
に
減
価
償
却
の
方
は
終
り
を
告
げ
た
。

そ
し
て
そ
の
後
、
朝
鮮
動
乱
に

い
た
る
ま
で
は
、
固
定
資
産
の
拡
張
は
主
と
し
て
蓄
積
資
本
に
よ
っ
て
、

ま
か
な
わ
れ
た
の
で
あ
る

ユニオン・カーバイド

が
、
緊
急
施
設
の
加
速
償
却
が
ふ
た
た
び
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
一
九
五
一
年
か
ら
、
減
価
償

却
は
ふ
た
た
び
未
分
配
利
益
と
と
も
に
、
生
産
力
の
発
展
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
巨
額
の
軍
事
発
注
を
ひ
と
り
じ
め
し
た
独
占
資
本
の
固
定
資
産
の
拡
張
は
最
も
い
ち
じ
る
し

一 106ー

し、。

こ
れ
ら
の
独
占
資
本
に
と
っ
て
は
、

新
規
工
場
建
設
お
よ
び
旧
工
場
の
拡
張
は

戦
争
経
済

ハ
軍
需
産
業
)

の
利
益
を
利
用
す
る
目
的
か
ら
み
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

ジ
ェ
ネ
一
ブ
ル
・
モ
ー
タ

ー
メ
、

ク
ラ
イ
ス
ラ

I
、
U
・
s-ス
チ
ー
ル
、

ベ
ス
レ
ヘ
ム
製
鋼
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
口
表
は
、
原
爆
独
占
資
本
た
る
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
、

内
ノ
エ
ス
チ
シ
グ
ハ
ヲ
ス
、
デ
ュ
ポ
シ
、

ユ
ニ
オ
ジ
・
カ

い
か
に
迅
速
に
行
な
わ
れ
た
か
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

ー
パ
イ
ド
の
こ
れ
ら
四
社
の
一
九
五
一
ー
ー
一
九
五
二
年
に
お
け
る
固
定
資
産
の
拡
張
が
、

戦
争
景
気
を
利
用
し
て
固
定
資
産
を
拡
張
し
た
独
占
資
本
は

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

第
二
次
大
戦
中

し
か
し
な
が
ら
、
資
本
主
義
経
済
に
固
有
の
組
織
上
の
欠
陥
を
克
服
す

こ
の
こ
と
は
固
定
資
産
の
た
え
ま
な
い
遊
休
化
を
考
慮
す
れ
ば
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

こ
と
に
一
九
四
三
i
一
九
四
四
年
に
か
け
て
、

そ
し
て
と
く
に
製
鋼
業
で
は
し
ば
し
ば
完
全
操
業
に
ま
で

各
社
は
、



原爆独占資本の固定資産第17表

率力日増
1953-1-1現在
の怒価(原価)

1951-1-1現在
の怨側(原価)名社ム耳経

済
学
研
究

dιτ

円

u

n

4

。ο

ヮ“

Q

U

9

向。
U

840 

422 

1，178 

1，012 

n
u
n
o
d
a
z
n
u
 

n
D
n
4
ρ
O
R
υ
 

n
O
Q
u
n
u

円

t

ジェネラ Jレ・エレクトリック

ウェスチングハウス

デュポ
、
Jノ

ユニオン・カ{パイド

度雪E
ア1之主主第 18表

度

繁栄の絶項

恐慌のどん底

不況j切における景気回復の頂点

恐慌

戦争祭気

ljlJ後の生産縮少

冷戦下の生産

恐慌のきざし

93.5 

82.5 

90.4% 

17.7 

71.9 

36.4 

98-99.8 

72.9 

業探徴特年

1929 

1932 

1937 

1938 

1943-1944 

1946 

1948 

1949 

接
近
し
た
。

し
か
る
に
戦
争
の
終
結
は
た
だ
ち
に
設
備

の
操
業
度
に
反
映
し
た
。

一
九
四
五
年
に
は
じ
ま
っ
て

と
く
に
一
九
四
六
年
に
は
操
業
度
は
い
ち
じ
る
し
く
低

下
し
、
周
期
的
恐
慌
の
お
こ
っ
た
一
九
一
一
一
七
|
一
九
三

八
年
の
水
準
近
く
に
ま
で
低
下
し
た
。
設
備
投
資
は

と
く
に
一
九
五

O
l
一
九
五
二
年
(
国
民
経
済
軍
事
化

を
強
佑
し
た
年
)
に
は

生
産
規
模
を
拡
大
し
た
が

し
か
し
な
が
ら
操
業
度
は
第
四
表
か
ら
し
ら
れ
る
よ
う

に
一
九
四
一
千
l

一
九
四
四
年
の
水
準
に
達
す
る
こ
と
が

-107ー

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
第
四
表
は
、
ヲ
ェ
ス
チ
シ
グ
ハ
ヲ
ス
む
戦
後

に
お
け
る
操
業
度
に
か
ん
す
る
問
題
を
多
少
な
り
と
も

現
実
的
に
判
断
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
表
か
ら
、
朝
鮮
動
乱
の
刺
戟
を
う
け
て
さ
え
も

操
業
度
は
一
九
四
四
年
ハ
ピ

1
ク
時
)

の
七

O
%
に
も

達
し
な
か
っ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
戦
時
お
よ
び
戦
後
の
蓄
積
資
本
の
利
用
方

法
を
分
析
し
て
み
る
と
、
そ
の
巨
額
の
リ
ザ
ノ

l
グ
の
一



国
民
経
済
の
軍
事
佑
、
戦
争
と
独
占
利
潤

ウェスチングハウスの国定資産回転率

売上原価 [ 674.4 603.2 

固定資産 174 228.5 

固定資産回転率(合)1 悶 2.64 

〔備考〕 ドノレは修正ドJレ。

菅
原

スタンダード・オイ Jレ:;:t:".ネラ Jレ・

モーターズの投資額

l1956年 11954年
1月1日 I1月1日
(百万ドル)I (百万ド Jレ)

スタンダード・オイル 332 523 

1Fェネラノレ・モーターズ 180 243 

要

名社

第20表

メ』
ヱヱミ

第四表

摘

A 

B 

現
金
に
お
い
て
け
ん
ち
ょ
で
あ
っ
た
(
第
紅
表
〉
。

定
部
分
が
関
係
会
社
投
資
に
む

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
第
却
表
は
一
九
四
六
ー
ー

九
五
二
年
に
お
け
る
そ
の
投
資

の
増
加
状
況
を
示
す
も
の
で
あ

日心。
の
ほ聞
か定
に資
産
蓄と
積関
資係
本会
の品ネ土

不1] 投
用資

さ
れ
る
重
要
項
目
は
、
現
金
と

国
債
で
あ
る
。
戦
時
お
よ
び
戦

争
直
後
に
、
現
金
と
国
債
は
い

ち
じ
る
し
く
増
加
し

と
く
に

こ
の
時
期
に
い
か
に
巨
額
の
現
金
が
独
占
資
・
不
の
乎
に
集
中
し
た
か
が
、

あ
き
ら
か
で
あ

ろ
う
。
軍
事
発
注
の
請
負
履
行
に
よ
る
巨
額
の
収
入
は
現
金

商
人
の
ふ
と
こ
ろ
に
入
っ
た
。

預
金
の
形
で
、

こ
れ
ら
御
用

し
か
も
戦
時
に
は
多
く
の
場
合
、
固
定
資
産
の
取
替
、
拡
張

の
出
費
が
大
き
く
な
か
っ
た
の
で
、
右
の
現
金

で
あ
る
。

預
金
は
独
占
資
本
の
手
元
に
残
っ
た
わ
け

そ
の
後
も
現
金
は
ひ
き
つ
づ
き
巨
額
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
少
化
の
傾
向

高
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名

金現第 21表

社ム耳

発固定資産のいちじるしい増加による。

-108ー

(備考〕



流動資産，固定資産のi目減第22表

367 

1，536 

961 

802 

544 

775 

名

:;ヱネラル・モ{ターズ

流動資産

国定資産

u. sスチーノレ
流動資

固定資

社メL

"" 経
済
学
研
究

215 

1，970 

523 

1，387 

401 

1，301 

産

産

が
み
ら
れ
る
の
は
、
帝
国
主
義
の
軍
需
生
産
の
拡
大
に
利
益
を
も
っ
独
占
資
本
の
固
定
資
産
拡
張

の
た
め
の
費
用
と
直
接
的
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
。

い
ま

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
と

U

s
・
ス
チ
ー
ル
の
流
動
資
産
、
固
定
資
産
の
増
減
変
化
を
み
る
と
第
辺
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
動
乱
中
に
流
動
資
産
は
減
少
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
こ
の
時
期
に
-
竿

る。 車
場
発
注
が
い
ち
じ
る
し
く
憎
加
し
、

た
と
え
ば
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ
イ
ル
の
よ
う
に
流
動
資
産

あ
ら
た
に
生
産
設
備
が
建
造
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

し
か
し
独
占
資
本
の
な
か
に
は
、

第23表 スタンダ{ド・オイル
のバランスの動態

l総額
(百万ドノレ)

1938. 12. 31 2，045 

1945. 12. 31 2，532 

1949. 12. 31 3，816 

19は 12.31 日必 | 剖

増大テンポ

100 

126 

187 

日月年

な
か
ん
ず
く
有
価
証
券
が
一
九
五

O
年
の
二
億
八
千
五
百
万

ド
ノレ

一
九
五
一
年
の
一
二
億
七
千
万
ド
ル
か
ら
一
九
五
一
一
一
年

に
は
五
徳
七
千
万
ド
ル
の
増
加
を
み
せ
て
い
る
の
も
あ
る
。

-109-

デ
ュ
ポ
シ

ク
ェ
ス
チ
シ
グ
ハ
ヲ
ス
も
ま
た
こ
の
例
に
も
れ

な
し、つ
が
口
に
、
パ
一
ブ
シ
ス
の
動
態
に
つ
い
て
み
る
と
、
た
と
え

ば
ス
タ
シ
ダ

1
ド
・
オ
イ
ル
の
一
九
三
九
年
i
一
九
五
三
年

の
パ
一
ブ
シ
ス
合
計
は
第
お
表
に
示
す
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
表
で
は
賞
幣
価
値
の
変
動
が
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で

こ
れ
を
実
質
的
ド
ル
価
値
で
計
算
し
な
お
す
と
(
た
だ
し
流

動
資
産
に
つ
い
て
は
修
正
計
算
は
行
な
わ
な
い
)
、
第
M
表

の
ご
と
く
で
あ
る
。
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第 24表

自

固定資産

投資

流動資産

言十

加

力日

科

額

率

増

t首

菅
原な

お
、
他
人
資
本
(
社
債
、
短
期
借
入
金
等
)
は
総
資
本
の
一
五
l
二
O
%
と
な
っ
て
い

る。

ス
タ
シ
ダ
l
ド
・
オ
イ
ル
の
戦
時
、
戦
後
の
パ
ラ
シ
ス
の
増
大
率
は
一
四

七
%
で
は
な
く
て
六
O
%
で
あ
り
、
朝
鮮
動
乱
期
に
お
い
て
大
き
く
増
大
し
た
こ
と
が
知
ら

こ
の
表
か
ら

れ
る
の
で
あ
る
。五

、
独
占
資
本
に
よ
る
国
家
資
金
の
利
用

独
占
資
本
は
最
大
限
利
潤
か
く
と
く
の
た
め
に

か
れ
ら
に
従
属
す
る
国
家
の
資
金
(
国

庫
)
を
利
用
す
る
。

税
務
上
の
恩
恵
措
置
ハ
租
税
の
減
免
)
、
補
助
金
等
は
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本
質
的
に
労

働
者
、
農
民
の
追
加
的
収
奪
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

独
占
資
本
に
対
す
る
国
家
の
手
厚
い
配
慮
と
保
護
と
は
、
独
占
資
本
に
対
す
る
軍
事
発
注

の
た
え
ざ
る
増
大
、
軍
需
品
納
入
契
約
に
も
と
ず
く
代
金
の
前
払
い
、

な
ら
び
に
緊
急
施
設

建
造
に
た
い
す
る
資
金
の
貸
付
、
過
年
度
に
納
付
し
た
租
税
の
一
部
還
付
、
固
定
資
産
の
過

大
償
却
の
認
可
、

ス
ト
ラ
イ
キ
中
の
操
業
停
止
に
よ
る
損
失
の
補
償
と
い
う
、
も
ろ
も
ろ
の

形
に
お
い
て
具
現
し
て
い
る
。

大
独
占
資
本
に
対
す
る
軍
事
発
注
の
増
加

公
表
さ
れ
る
財
務
諸
表
に
お
い
て
は
、
売
上
高
は
軍
事
発
注
高
と
商
品
市
場
で
の
取
引
額

と
の
合
計
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
両
者
が
区
別
さ
れ
て
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が



ジェネラ Jレ・モーターズの売上高内訳

1952年 l増減

CF=T万ドザ百2-JX)~_)_ 

6，097 -1，225 

1，425 十1，216

7，522 -9 

第25表

1950年 I 1矧年 | 
I (百万ドノレ) I (百万ドル) I 

市場取引 7，322 6，705 

軍需品納入 209 761 

計 7，531 7，466 

経
済
学
研
究

し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

そ
こ
で
数
年
聞
の
両
者
の
大
い
さ
を
み
て
み
る
と
、
売
上
高
に
占
め
る
軍
事
発
注
高

の
六
い
さ
が

い
か
に
急
速
に
ふ
え
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
お
表
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
モ

l
タ

ー
ズ
の
一
九
五

O
年
|
一
九
五
二
年
の
そ
の
い
ち
じ
る
し
い
潟
加
ぶ
り
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
政
府
発
注
の
ひ
ま
う
け
は
、

お
ど
ろ
く
べ
き
ほ
ど
巨
額
の
収
入
の
ほ
か
に
、

な
お
主
要
な
利
益

を
独
占
資
本
に
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
収
益
(
売
上
高
)
の
う
ち
、
販
売
費
の
支
出
に
要
す
る
部

分
が
節
減
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
販
売
費
は
費
用
の
う
ち
の
重
要
な
項
目
の
一
つ

で
あ
る
。
資
本
家
は
広
告
料
、
仲
買
口
銭
、

各
地
販
売
脂
の
維
持
費
そ
の
他
の
流
通
費
に
莫
大
な
金
額
を
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
場
に
お
け
る
自
己
の
地
位
の
維
持
と
、

ら
ら
た
な
顧
客
の
か
く
と
く
の
た
め

こ
れ
ら
の
費
用
は
全
く
さ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
加

しー
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の
は
げ
し
い
た
た
か
い
の
も
と
で
は

れ
ら
の
費
用
は
ふ
つ
う
「
販
売
費
、
一
般
管
理
費
」
の
見
出
し
の
も
と
に
、
損
益
計
算
書
に
計
上
さ
れ
る
が
、

の
ジ
z

、
不
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
の
そ
れ
は
一
ニ
億
二
千
八
百
万
ド
ル
、
デ
ュ
ポ
シ
で
は

た
と
え
ば
一
九
五

一
億
三
千
万
ド
ル
、

グ
ッ
ド
イ
ァ
・
タ
イ
ヤ
・
ゴ
ム
で
は
一
億
五
千
二
百
万
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
営
業
費
の
範
時
に
本
質
的
な
修
正
が
加
え
ら
れ
る
こ
と

し
か
し
、
戦
争
経
済
の
も
と
で
は

そ
の
原
因
は
伝
統
的
な
商
業
的
方
法
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
従
来
の
顧
客
と
な
ら
ん
で
、

あ

と
な
る
。

ら
た
に
重
要
な
、

か
っ
巨
大
な
継
続
的
購
買
者
と
し
て
狂
熱
的
に
式
装
さ
れ
つ
つ
あ
る
帝
国
主
義
国
家
が
あ

ら
わ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

か
く
て
、
も
は
や
契
約
さ
れ
た
用
達
(
納
入
〉
の
履
行
に
あ
た
っ
て
、
販
売
促
進

の
た
め
の
追
加
的
費
用
は
生
ず
る
こ
と
が
な
い
。
売
上
高
が
い
ち
じ
る
し
く
ふ
え
た
と
き
に
は
、
販
売
費
、

一
般
管
理
費
は
若
干
増
加
す
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
売
上
高
に
た
い
す
る
比
率
は
激
減
す
る
。
冷
戦
お
よ
び
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第

j

一

年

プ
ラ
イ
ド
・
ケ
ミ
カ
ル
で
あ
る
が

化
学
工
業
に
お
け
る
最
大
の
会
社
はこ
の
一
一
社
の
売
上
高
に
つ
い
℃
第
幻
表
に
み
ら
れ
る
変
化
は
、

か
の
有
名
な
デ
ュ
ポ

γ
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
に
つ
づ
く
も
の
は
、

主
と
し
て
ユ
ニ
オ
シ
・
カ
ー
バ
イ
ド

が
一
九
四

0
年
代
な
か
ば
に
、
原
爆
独
占
問
に
、

菅
原

第27表

l アライド・ lユニオン・
!ケミカル|カーバイド

ul[互止_)1_(即日立L
1935 132 120 

1936 155 152 

1941 231 318 

1942 246 405 

1948 388 632 

1950 408 758 

1951 50哩 927

化学独占資本の売上高

年

朝
鮮
動
乱
が
軍
事
発
注
高

の
激
増
を
ひ
き
お
こ
し
た

第
二
次
大
戦
後
は
、

ま
さ

に
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ

ぇ
、
独
占
資
本
は
軍
事
発

注
の
か
く
と
く
の
た
め
に

は
げ
し
く
競
争
し
あ
い

強
者
は
弱
者
を
し
り
ぞ
け

て
そ
れ
を
独
占
す
る
の
で

-112ー

あ
る
(
第
お
表
)
。

ユ
ニ
オ
シ
カ
ー
バ
イ
ド
と

そ
の
確
固
た
る
地
位
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

軍
事
発
注
に
た
い
す
る
政
府
の
前
払
金
お
よ
び
貸
付
金
等
は
、
貸
借
対
照
表
の
貸
方
に
区
分
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
知
る
こ

ロ
、
軍
事
発
誌
に
た
い
す
る
政
府
の
前
払
い
と
資
金
貸
付

と
が
で
ふ
広
る
。

四
千
万
ド
ル
を
計
上
し
た
。

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
は
一
九
四
四
年
の
貸
借
対
照
表
に

た
と
え
ば
、

「
政
府
と
の
契
約
に
た
い
す
る
前
受
金
勘
定
」
を
設
け
て

ヲ
ェ
ス
ナ
シ
グ
ハ
ヲ
ス
が
政

こ
の
穏
の
信
用
授
与
の
政
策
は
、
戦
後
も
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

府
の
寧
事
発
注
に
つ
い
て
う
け
と
っ
た
前
受
金
(
政
府
側
か
ら
み
れ
ば
前
払
金
)
は
、
第
お
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。



~28表軍事発注につきウェスチ

ングハウスのうけとった前受金

前受金額

ドJレ)

21.5 

38.3 

40.2 

43.8 

68.9 

101.7 

全
国
の
会
社
に
つ
い
て
み
る
と

一
九
五
三
年
一
月
)
日
現
在
の
政
府
に
よ
る
前
払
金
の
総

1946年 1月

1948 {f三1月

1950年 1月

1951年 1月

1952壬]三 1月

1953 昼下 1 月

額
は
実
に
一
五
徳
九
百
万
ド
ル
に
達
し
、

本
金
一
億
ド
ル
以
上
の
大
企
業
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち

一
八

O
万
ド
ル
(
七
八
%
)
は
、
資

月1'1三

ハ
、
独
占
資
本
は
戦
時
中
に
納
付
し
た
所
得
税
の
一
部
還
付
と
い
う
形
で
、
政
府
か
ら
多

額
の
資
金
を
う
け
と
っ
た
。

か
か
る
補
償
の
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
一
九
四
六
年
に
つ
い
て
み
る
と
、

い
ま

そ
の
還
付
額

は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
で
は
四
、
四

C
C
万
ド
ル
・
、

ク
エ
ス
チ
ン
グ
ハ
ヲ
ス
で
は
六
、
コ
一

C
C
万
ド
ル

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
で
は
二
、
四

O
C万
ド
ル
に
達
し
て
い
る
。

大」

-113ー

こ
の
よ
う
に
、
独
占
資
本
は
政
府
の
軍
事
発
注
の
直
接
的
結
果
と
し
て
、
巨
額
の
資
本
を
そ
の
支
配
下
に
お
い
た
ば
か
り
で
な
く
、

ら
に
国
家
か
ら
巨
額
の
お
く
り
も
の
を
追
加
的
に
手
に
い
れ
た
の
で
ゐ
る
。
こ
れ
は
彼
ら
の
経
済
的
地
位
を
ま
す
ま
す
強
化
し
、

か
つ
戦

後
に
か
れ
ら
が
ん
立
凶
し
た
固
定
資
産
の
拡
張
に
必
要
な
追
加
的
皆
金
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
生
産
設
備
の
近
代
化
と
拡
張
の
た
め
の
巨
額
資
金
の
、
独
占
資
本
の
掌
中
へ
の
集
中
の
た
め
の
固
定
資
産
の
過
大
減
価
償
却

間
定
資
産
減
価
償
却
の
過
大
化
は
、
ア
メ
リ
カ
は
じ
め
、
第
二
次
大
戦
に
参
加
し
た
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
等
の
諸
国
に
お
い
て
も
み
ら

正
常
償
却
の
四
|
五
倍
に
も
お
よ
ぶ
償
却
の
過
大
化
は
、
右
の
目
的
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

は
や
く
も
一
九
四
二
年
に
は
、
以
前
急
施
設
の
六
十
カ
月
償
却
が
談
会
を
通
過
し
た
。

そ
し
て
独
占
資
本
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
固
定
資

二、弓1

Jej三

1う1

こ
の
六
十
カ
月
償
却
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

か
か
る
特
典
に
浴
し
た
独
占
資
本
は
、
戦
争
末
期
に
は
機
械

設
備
に
投
下
し
た
資
本
の
大
部
分
を
流
動
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
り
、
か
く
て
実
際
の
年
月
よ
り
も
土
年
以
上
も
早
期
に
流
動

こ
こ
で
は
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、

化
し
た
額
が
い
か
ほ
ど
の
大
い
さ
に

経
済
学
研
究

し
た
か
は

一
九
三
九
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
い
た
る
減
価
償
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菅
原

H
D
吉
た
ど
γ

工

土
山
江
十

J
4ノ
J

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
で
は
九
三
%

U
-
n
h
・
ス
チ
ー
ル
で
は
四
五
%

デ
ュ
ポ

γ
で
は
一
五
八
%

ユ
ニ
オ

シ
・
カ
ー
バ
イ
ド
で
は
二
一
七
%
と
な
っ
て
い
る
。

で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
過
大
償
却
が
、
設
備
投
資
を
い
ち
じ
る
し
く
促
進
し
た
こ
と
は
い
う
ま

第
二
次
大
戦
時
に
実
施
さ
れ
た
こ
の
恩
恵
的
措
置
は
、
朝
鮮
動
乱
ぽ
つ
発
後
、

一
九
五
一
日
比
に
ふ
た
た
び
登
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

さ
て
、
独
占
資
本
に
よ
る
固
定
資
産
の
新
設
、
拡
張
に
つ
い
て
、

い
ま
一
つ
重
要
な
問
題
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
武
器
お
よ
び
戦
略
物
資
生
産
の
た
め
に
国
家
資
金
で
数
多
く
の
工
場
が
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
多
く

は
経
営
契
約
に
基
づ
い
て
独
占
企
業
に
譲
渡
さ
れ
た
。
か
く
て
国
民
の
税
金
で
建
て
ら
れ
た
工
場
の
経
蛍
に
よ
っ
て
巨
利
を
む
さ
ぼ
る
と

第
二
次
大
戦
中
、

同
時
に
、

そ
の
「
保
管
者
」

(
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
は

こ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
い
る
)
は
国
家
か
ら
特
忠
的
条
件
で
、

そ

-114ー

れ
を
か
く
と
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

こ
の
場
合
の
売
買
価
格
は
極
端
に
安
か
っ
た
か
ら

こ
れ
ま
さ
に
独
占
資

本
に
追
加
的
利
益
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ホ
、
独
占
資
本
に
対
す
る
i

国
家
の
恥
し
ら
ず
の
奉
仕

こ
の
い
い
例
と
し
て
は

一
九
五
二
年
に
お
き
た
鉄
鋼
業
労
働
者
の
ス
ト
の
の
ち
に
、
政
府
が
U
・
s-ス
チ
ー
ル
に
対
し
て
と
っ
た
政

策
を
あ
げ
る
と
と
が
で
き
る
。
同
社
の
一
九
五
二
年
第
二
・
四
半
期
の
売
上
高
は
五
億
九
千
七
百
万
ド
ル
で
、

一
九
五
一
年
同
期
の
九
億

六
百
万
ド
ル
'
に
く
ら
べ
る
と
一
二
六
%
の
減
少
で
あ
っ
た
。
売
上
高
の
か
か
る
減
少
に
よ
っ
て
、

同
期
は
大
赤
字
が
出
る
も
の
と
考
え
ら
れ

に
二
、
二

O
O
万
ド
ル
の
利
益
が
計
上
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
実
際
に
同
期
の
生
産
費
は
収
益
を
二
、
一

O
O
万
ド
ル
も
超
過
し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
財
務
省
が
同
社
に
た
い
し
て
四
、
三

O
O
万
ド
ル
の
所
得
税
を
還
付
し

同
期
の
報
告
書
に
は
欠
損
ど
こ
ろ
か
逆

た
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、

同
社
は
生
産
休
止
に
よ
る
損
失
の
穴
う
め
を
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ら
に
媛
先
、
普
通
両



株
主
に
た
い
し
て
通
常
の
大
い
さ
の
配
当
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
政
府
に
よ
る
独
占
資
本
優
遇
の
実
態
が
あ
ま
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
独
占
資
本
が
政
府

に
た
い
し
て
い
か
に
強
大
な
権
力
を
も
っ
て
い
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
お
。
あ
た
か
も
社
会
の
利
益
の
た
め
に
機
能
し
て
い
る
か
の
ご
と

く
に
説
か
れ
る
「
自
由
経
済
」
は
、
独
占
資
本
に
最
大
限
利
潤
を
保
託
す
る
た
め
の
国
家
予
算
の
濫
用
に
よ
る
、
独
占
資
本
に
よ
る
労
働

者
階
級
の
恥
し
ら
ず
の
搾
取
を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

穴
、
国
民
経
済
の
軍
事
化
、
戦
争
経
済
の
国
民
経
済
に
お
よ
ぼ
す
影
響

資
本
主
義
社
公
に
お
け
る
国
民
経
済
の
卒
事
化
と
戦
争
経
済
へ
の
移
行
が
、

い
か
に
多
く
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
は

す
で
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
第
十
八
回
ソ
同
盟
共
産
党
大
会
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
G

戦
争
経
済
へ
の
移
行
は
、

と
く
に

-115ー

正
範
な
民
市
消
費
物
資
の
生
虚
減
退
を
ひ
を
お
こ
し
、
山
田
ヤ
市
口
問
生
産
と
の
あ
い
だ
の
不
均
衡
を
増
大
さ
せ
る
。
ク
オ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
一
九
五
四
年
一
二
月
十
九
日

に
よ
れ
ば

一
九
五
三
一
年
に
お
け
る
六

O
三
の
巨
大
会
社
の
利
益
は
、
前
年
に
く
ら
べ
て
、

死
の
商
人
で
は
一
一
%
増
加
し
た
の
に
、

平
和
的
民
需
産
業
に
お
い
て
は
わ
ず
か
一
一
一
・
九
%
の
増
加
に
す
夕
、
ず
、
砂
糖
、

で
は
逆
に
そ
れ
ぞ
れ
六
六
%
(
六
・
六
%
の
誤
り
で
あ
ろ
う
l
菅
原
)
、
ご
・
六
%
、
二
・
二
%
の
減
少
で
あ
っ
た
。

い
ま
軍
需
産
業
の
一
九
五
一
二
年
の
売
上
高
を
一
九
四
八
年
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
第
加
表
の
ご
と
く
で
あ
り
、

繊
維

火
消
工

軽
工
業
(
平
和
産

業
)
部
門
に
つ
い
て
は
第
叩
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
で
あ
る
。

軽
工
業
で
は
売
上
高
の
増
加
テ
シ
ボ
の
綬
現
化
と
同
時
に
、
他
方
で
は
夜
障
口
問
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
・
セ
ラ

ニ
ー
ズ
(
化
繊
)
で
は
一
九
五

O
年
|
一
九
五
四
年
の
売
上
高
は
、

六
、
六

O
O
万
ド
ル
減
少
、
他
方
に
お
い
て
在
障
は
二
、

O
五
O
万
ド

ル
か
ら
四
、

O
一
O
万
ド
ル
へ
と
二
倍
に
ふ
え
た
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、

ク
ラ
イ
ス
ラ

l
、
パ
ッ
カ
ー
ド
等
の
自
動
車
工
業
や
、

は台、

経
済
学
研
究
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軍需工業各社の売上高比 (1953年11948年)第29表

n/ 
70 名社メL

Eミ

144 テキサス・オイル(石油)

156 u. s.スチール(鉄鋼)
159 ベスレヘム製鋼(鉄鋼)

161 ウェスチングハウス(電気，原子力)

192 ジヱネラノレ・エレクトリック(電気，原子力)

213 クェネラノレ・モーターズ(自動率)

162 ユニオン・カ{パイド(佑学，原子力)

も
の
工
業
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

181 ン(化学，原子力)~~ 7 

菅
原

持204アメリカ・ア Jレミニウム

172 グッドイァ・タイヤ・ゴム(ゴム)

737 ダグラス・エアクラフト(飛行機)

393 カーチス・ライト(飛行機)

393 ユ{ナイテッド・エアクラフト(飛行機)

長 1949年比。(備考)

軽工業(平和産業)各社の売上高比 (1953年11948年)

?五

72 アメリカ・セラニース(化繊)

94 アメリカン・ビスコース(人絹)

114 インターナショナル・シュー(製靴)

94 エンツコット・ツヨンソン(製靴)

121 ナショナ Jレ・ピスケット(白ノfン)

125 ナショナル・デェアリィ(乳製品)

89 ヘノレシヱン・チョコレート(製菓)

125 アメリカン・タノ〈コ(タノくコ)

125 

-116ー

第30表

名社メ"-
Z三三

アメリカン・シュガー(砂糖)

ま
さ
に
独
占
資
本
に
と
っ
て
有
利
な
国
民
経
済
の
軍
事
佑
政
策
の
結
果
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
帝
国
主
義
の
こ
の
よ
う
な
政
策
は
資
本
主
義
経
済
の
基
礎
セ
ガ
タ
ガ
タ
に
し
、
経
済
恐
慌
を
よ
び
ょ
せ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
事
態
は
、
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